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No. 学校名 余/廃の別 利用用途 所在地
旧矢部町立中島西 廃校利用 小規模多機能型居宅 熊本県上益城郡山都町
部小 介護事業所
2 
延岡市立恒富小 余裕教室利用 高齢者コミュニテイ 宮崎県延岡市愛宕町
センター
3 福岡市立有住小 余裕教室利用 保育園分園 福岡市早良区有国
4 旧台東区立田中小 廃校利用 デイケアセンター 東京都台東区日本堤
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共立女子大学総合文化研究所紀要 第20号 (2014) 
④ 旧台東区立田中小学校
→ たなかデイホーム(廃校・デイサービスセンター)
台東区は23区内でも高齢化の著しい地域であり.今後.福祉サービスを必要とする高齢者が増
加すると予測されている。また高齢者のレベルやニーズにあわせて.サービスを提供する場を設け
る必要があり，旧田中小学校の一部に設置されていた旧幼稚園をデイサービスの場としている。
このデイホームは会話などで意思疎通が出来. トイレやお風呂での介護が必要なく，自立度の高
い高齢者に対して介護サービスを提供しており.主たる活動は生け花や書道.料理.踊り.カラオ
ケ等である。この施設のメリットは.普段自宅にこもりきりになりがちな高齢者であっても.ここ
に来ることによって人との交流機会がある。また.様々なアクティピティを通して適度な運動や頭
を働かせることにより.認知症予防等の効果がある。年に 1・2度.近隣の小学校との交流があり.
同じ校舎を利用している日本堤子ども家庭支援センターとの交流もある。小学校施設を再活用する
メリットとしては，ピルの中にある施設と比較しでも.かつての校庭に緑があり.周囲が低層の住
宅であるため開放感がある.買い物などで外出しやすい.という点が挙げられた。大きな改修を行
うには予算がなく.バリアフリー化・手すりやトイレの設置以外は.ほほ幼稚園当時のままで使用
されている。
⑤ 台東区立忍岡小学校
→ いけのはたデイホーム(余裕教室活用)
いけのはたデイホームは.台東区立忍岡小学校の余裕教室のスペースを利用したデイホームであ
るo送迎・食事・リハビリを中心に.高齢者の自立支援を目指した活動を行っている。小学校内に
ある利点を生かし児童との交流や学校行事への参加.校庭での散歩(歩行訓練)なとeを行ってい
るo また.少人数という利点を生かし，外出やクッキングなどのレクリエーションなど，多彩なプ
ログラムを提供している。
小学校の余裕教室を利用しているメリットは，窓から児童たちの姿が見えること・児童たちの声
が聞こえること・児童たちと交流ができることであり.普段子供と関わる機会があまりない高齢者
が多いため.利用者にとって子供たちの姿や声は刺激になるようである。忍岡小学校の児童との交
流を定期的に行っているわけではないが，年に数回.rふれあい給食(デイホームの利用者が児童
のいる教室へ行って.児童と一緒に給食を食べる)Jが行われることや.学芸会・運動会への招待
などがある。またデメリットとして来訪者に関するセキュリティの問題が挙げられ.小学校への来
訪者なのかデイホームへの来訪者なのかがわかりにくい。また.小学校の正面玄関では.走り回る
児童とデイホームの利用者との接触が考えられ.危険なこともある。その他. トイレの数が少ない
こと.座る行為が多い高齢者にとって小学校建築の天井が高すぎること.地域住民との交流が皆無
であること.などがある。
デイホームにするために.畳の座敷の設置や台所・トイレの設置・手すりの設置などの改修が行
われたが.予算の関係上.空間そのものを大幅に変更することは出来ず.稼働式の壁や棚は既存の
? ?
小学校建築における余裕教室空間の利用実態に関する研究
ものを利用しているが.施設を使い続けていく上で不都合な点がいくつか出始めている。例えばト
イレの増設や壁で仕切られた事務室・更衣室の設置.可動式のパーテイションの撤去などについて.
運営者側は改善を求めている。
また.面積的な制約から，利用者から介護用浴室の設置を望む声が多いものの，それを設置する
ことにより，設置基準が変わることで従来のサービスが出来なくなるため.運営する側としては設
置に対して消極的な意見もある。
台東区の2施設については，地域の高齢化と少子化に伴い.廃校や小学校の余裕教室をデイケア
センターとして活用し.かつての教室を高齢者が利用可能なように最低限の改修を行い，施設のバ
リアフリー化を行っていた。ただ，予算が限られていることから，管理者が満足できるレベルまで
には施設の充実度を到達できていないことが分かった。特に床仕上げについては.高齢者の足腰に
負担がかからないようコルクタイルなどに変更したいというのが管理者側の希望であるが，実際に
は小学校の床をそのまま使用しており，改修の際にも様々な制限があることが明らかになった。
4.まとめ
以上， 5施設における廃校もしくは余裕教室の再活用の実態について.その設立経緯・周辺環境・
建物の改修方法・運営者側の意見について調査を行った。
その結果，少子高齢化に伴う小学校の余裕教室の再利用の実態について.関東圏の現状および再
利用の興味深い事例の調査を行うことにより，それらがどのように利用されているか.また資料だ
けでは見えてこない問題点が明らかになり.さらに管理者側が，建物の所有者である自治体側に積
極的に働きかけることによって.より充実した施設運営および建築空間をっくりあげていくことが
可能であるということを明らかにすることが出来た。
5.謝辞
本研究を遂行するにあたり，調査を快く受け入れてくださった施設職員の皆様，ならびに自治体
関係者の皆様に深く感謝いたします。
また，平成23年度のプレ調査に同行した林美沙助手，本調査を行った菊地真理子助手.平成24
年度高橋ゼミナール所属学生であった太田陪子さん・大森瑞季さん・小曽根和希さん・喜多荷沙さ
ん・域処智美さん・栗原歩美さん・佐藤涼子さん・土屋水紀さん・永薮奈津美さん・築瀬友紀さん・
山本裕果さん.延岡市恒宮地区高齢者コミュニテイセンター調査に同行していただいた第一工業大
学工学部建築デザイン学科・根本修平先生.及ぴ根本研究室の皆様に謝意を表します。
共立女子大学総合文化研究所紀要第20号 (2014) 
く参考・引用文献>
1) 札幌市:r札幌市余裕教室活用計画J(1994) 
2) 土屋早織・乾康代:r学校余裕教室を活用した子育て支援事業の事例研究ー水戸市立五軒・小学校におけ
る「子育てほかぽか広場J-J，茨城大学教育英践研究30，pp.277・.290(2011) 
3) 文部科学省:r余裕教室の活用状況についてJ(2009) 
4) 文部科学省・厚生労働省:r余裕教室の有効活用~余裕教室活用事例J(2010) 
5) 首都大学東京21世紀COEプログラム巨大都市建築ストックの賦活・更新技術育成学校再生プロジェク
トチーム:r学校建築を活かす一学校の再生・改修マニュアルーJ(2∞7) 
6) 山都町:r山都町地域再生計画J(2∞5) 
? ?? ?
